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（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
質
の
確
保
に
つ
い
て
の

今
後
の
取
り
組
み
と
、
要
支
援

児
童
の
受
け
入
れ
試
行
に
対
す

る
総
括
及
び
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

質
の
確
保
の
取
り
組
み

と
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

は
都
道
府
県
が
行
う
認
定
資
格

研
修
を
順
次
受
講
し
て
い
る
ほ

か
、
み
ら
い
創
造
財
団
に
よ
る

研
修
受
講
後
に
、
各
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
研
修
内
容
を
共
有
し
、

ク
ラ
ブ
全
体
の
質
の
確
保
及
び

向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

大
規
模
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
ベ
テ

ラ
ン
指
導
員
が
他
の
指
導
員
を

育
て
る
環
境
を
つ
く
る
な
ど
の

交
流
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

藤
沢
市
保
育
所
整
備
計
画
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
お
い
て
は
、

公
立
保
育
所
４
園
を
基
幹
保
育

所
に
位
置
づ
け
、
市
全
体
の
保

育
の
質
の
向
上
や
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

近
年
の
保
育
需
要
の
急
増
に

伴
い
、
認
可
保
育
所
や
小
規
模

保
育
事
業
等
の
整
備
、
藤
沢
型

認
定
保
育
施
設
制
度
の
見
直
し

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
全
市
的

な
保
育
の
質
の
底
上
げ
が
大
変

重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
基
幹
保
育
所
の
一
つ
で
あ

る
し
ぶ
や
が
は
ら
保
育
園
に
お

い
て
は
、
平
成
28
年
４
月
に
子

育
て
支
援
を
専
任
と
す
る
保
育

士
を
２
名
配
置
し
、
小
規
模
保

育
事
業
な
ど
の
地
域
型
保
育
事

業
へ
の
指
導
及
び
支
援
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
29
年
４
月
か
ら
は
、
藤

沢
保
育
園
に
お
い
て
も
専
任
の

保
育
士
を
２
名
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

今
後
も
他
の
公
立
保
育
所
や

法
人
立
保
育
所
と
連
携
を
図
る

中
で
、
さ
ら
な
る
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　

都
市
農
業
基
本
法
制
定

に
伴
い
、
藤
沢
市
都
市
農
業
振

興
基
本
計
画
の
策
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
食
の
確
保
と
安
全

の
た
め
、
都
市
農
業
に
対
す
る

支
援
策
を
積
極
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
本
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

　
本
市
の
農
業
は
、
都
市

近
郊
と
い
う
立
地
条
件
の
も
と
、

露
地
野
菜
、
施
設
野
菜
、
花
卉
、

果
樹
、
畜
産
、
植
木
な
ど
多
種

多
様
に
営
ま
れ
、
出
荷
量
、
出

荷
額
と
も
に
県
下
有
数
と
な
っ

て
お
り
、
市
民
の
食
卓
に
新
鮮

で
安
全
安
心
な
農
畜
産
物
が
供

給
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
産

基
盤
で
あ
る
農
地
は
、
環
境
保

全
や
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
や
、
市
民
が
日
常
的
に
自
然

と
触
れ
合
え
る
場
と
し
て
潤
い

や
安
ら
ぎ
を
提
供
す
る
な
ど
、

多
く
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
市
農
業
の
安
定

的
な
継
続
と
良
好
な
都
市
環
境

の
形
成
を
目
指
す
た
め
、
藤
沢

市
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画（
案
）

を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

関
係
者
と
と
も
に
取
り
組
み
を

推
進
し
、
都
市
農
業
を
活
力
あ

る
も
の
と
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

役
割
が
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
の
推
進
と
し
て
強
化
さ
れ
、

新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
設
置
さ
れ
る
。
今
後
は

推
進
委
員
が
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
作
成
や
、
更
新
の
話
し
合
い

の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
地
域

に
根
づ
い
た
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
よ
り
細
分
化
し
た
地
域
や

農
作
物
ご
と
の
最
適
な
農
業
振

興
策
を
検
討
し
て
い
く
。

（
藤
沢
市
公
明
党
）

　

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど

の
都
市
基
盤
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
国
の
方
針
変
更
等
の

環
境
変
化
に
応
じ
て
老
朽
化
対

策
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
や
今
後
の
管
理

方
針
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

市
内
の
主
要
な
１
０
０
橋
を
対

象
と
し
た
橋
梁
点
検
を
行
い
、

24
年
度
に
第
１
期
橋
り
ょ
う
長

寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
に
塗
装
の
塗
り
か
え
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
補
修
を

実
施
し
て
い
る
。
25
年
度
の
道

路
法
改
正
に
伴
い
、
26
年
度
か

ら
は
１
０
０
橋
か
ら
２
５
３
橋

に
対
象
を
拡
大
し
て
２
回
目
の

定
期
点
検
を
開
始
し
て
お
り
、

29
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
29
年
度
に
は
そ
の
結
果
を

反
映
し
た
第
２
期
長
寿
命
化
修

繕
計
画
を
策
定
し
、
橋
梁
の
長

寿
命
化
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
藤
沢
市
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命

化
修
繕
計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
今
後
50
年
で
大
規
模
な

改
修
を
要
し
な
い
よ
う
、
予
防

保
全
型
の
対
策
を
実
施
し
、
健

全
な
状
態
に
保
つ
計
画
と
し
て

い
る
。
29
年
度
に
は
早
期
対
策

が
必
要
な
村
岡
人
道
ト
ン
ネ
ル

の
空
洞
補
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。
今
後
は
５
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
定
期
点
検
の
結
果
を
踏

ま
え
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
経
済
的
で
効
率
の
よ
い
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　

待
機
児
童
の
解
消
が
求

め
ら
れ
、
急
激
に
保
育
所
が
増

加
す
る
中
で
、
公
立
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
保
育
の
質
の
確
保

や
子
育
て
支
援
機
関
と
し
て
の

機
能
が
必
要
と
考
え
る
が
、
課

題
や
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
公
立
保
育
所
は
、
こ
れ

ま
で
も
各
園
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色

を
生
か
し
た
保
育
や
工
夫
を
凝

ら
し
た
子
育
て
支
援
、
世
代
間

た
い
。

　

藤
沢
駅
周
辺
地
区
は
、

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、
本
市
の
商
業
、
行
政
、
文

化
の
中
心
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
再
整
備
事
業
で
は
、
北

口
デ
ッ
キ
か
ら
南
口
駅
前
広
場

へ
と
南
北
を
貫
く
太
い
軸
線
を

形
成
し
、
回
遊
性
を
高
め
る
こ

と
で
、
駅
南
北
の
連
携
強
化
及

び
町
へ
の
に
ぎ
わ
い
の
波
及
を

目
指
し
て
い
る
。　

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
29
年
度
か
ら
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
南
北
自
由
通
路
拡
幅

整
備
や
駅
南
側
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
の

関
係
事
業
者
と
検
討
及
び
協
議

を
行
う
。
さ
ら
に
、
整
備
後
の

町
の
に
ぎ
わ
い
や
魅
力
づ
く
り
、

質
の
高
い
維
持
管
理
等
に
向
け
、

官
民
連
携
に
よ
る
エ
リ
ア
マ
ネ

検
討
及
び
施
設
面
の
整
備
等
に

取
り
組
む
。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　

平
成
29
年
度
に
藤
沢
駅

北
口
の
再
整
備
が
本
格
化
す
る

が
、
ホ
テ
ル
誘
致
や
南
北
自
由

通
路
の
活
用
な
ど
、
本
市
の
都

市
拠
点
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
を

再
生
す
る
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
き

人
材
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

要
支
援
児
童
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童

の
受
け
入
れ
を
試
行
的
に
行
っ

て
い
る
。
総
括
と
し
て
は
、
施

設
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
条
件

と
は
な
る
が
、介
助
員
の
確
保
、

学
校
と
の
連
携
、
保
護
者
や
児

童
同
士
の
関
係
づ
く
り
を
築
く

こ
と
で
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
生

活
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
発
達
障
が
い

児
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
現

在
も
多
く
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

要
支
援
児
童
の
受
け
入
れ
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
は
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
に
向
け
、
障
が
い

の
特
性
に
応
じ
た
職
員
配
置
の

ジ
メ
ン
ト
の
導
入
な
ど
を
目
指

す
。
ホ
テ
ル
誘
致
は
、
将
来
的

に
不
足
す
る
懸
念
か
ら
整
備
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
多
目
的
ホ

ー
ル
の
設
置
な
ど
を
条
件
と
し

た
容
積
率
緩
和
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。
再
整
備
事
業
の
推

進
と
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
と
の
連
携
を
図
り
、
本
市
都

心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
形
成

を
目
指
し
、
市
民
が
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

（
ふ
じ
さ
わ
新
政
会
）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
た
本
市
と
他
国
の
競
技
団

体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
に
お
い
て
、
架
け
橋
と
な
る

市
民
等
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
大
会
関
係
者
等
の
再
訪

を
促
す
た
め
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
重
視
し
た
観
光
振
興
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け

る
市
民
と
の
協
力
関
係
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
既
に
諸
外
国
と

の
関
係
を
築
か
れ
て
い
る
方
の

協
力
の
も
と
、
事
前
キ
ャ
ン
プ

の
誘
致
及
び
市
民
交
流
に
つ
な

げ
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
会
以
降
も

見
据
え
た
市
民
、
関
係
団
体
等

と
の
新
た
な
協
力
関
係
を
構
築

し
、
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

本
市
の
外
国
人
観
光
誘
客
に

つ
い
て
は
、
訪
日
外
客
数
が
増

加
し
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
を
中

心
に
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。　

今
後
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

に
よ
り
増
加
が
見
込
ま
れ
る
欧

米
に
向
け
た
観
光
誘
客
も
、
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

２
０
２
０
年
以
降
に
向
け
た
観

光
振
興
に
つ
い
て
は
、
外
国
人

観
光
客
が
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
観
光
案
内
所

の
機
能
強
化
、
多
言
語
化
の
整

備
促
進
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
育
成
及
び
公
衆
ト

イ
レ
の
整
備
な
ど
の
受
け
入
れ

環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

近
隣
市
町
や
鉄
道
会
社
等
と
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
で
、

積
極
的
な
外
国
人
観
光
誘
客
に

努
め
て
い
く
。

（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　

平
成
23
年
４
月
に
明
治

中
学
校
で
防
球
ネ
ッ
ト
転
倒
事

故
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
後
も

本
質
的
な
対
処
が
行
わ
れ
て
い

な
い
と
考
え
る
。
再
発
防
止
の

た
め
に
適
切
な
措
置
を
行
い
、

二
度
と
同
じ
事
故
を
繰
り
返
す

こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
事
故
後
の
取

り
組
み
に
関
す
る
問
題
点
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　
事
故
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
事
故
直
後
に
教
育

委
員
会
と
し
て
緩
衝
材
及
び
土

の
う
の
配
付
、
防
球
ネ
ッ
ト
の

使
用
方
法
に
つ
い
て
の
注
意
喚

起
等
、
再
発
防
止
策
を
講
じ
る

よ
う
学
校
に
対
し
指
導
を
行
い
、

安
全
配
慮
を
含
め
、
事
故
防
止

全
般
に
つ
い
て
啓
発
し
て
き
た

が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
認

識
が
次
第
に
薄
れ
て
き
て
い
る

と
捉
え
て
い
る
。
現
在
は
、
事

故
防
止
啓
発
資
料
の
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
レ
ポ
ー
ト
等
を
作
成
、
配

付
し
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
事
故
に

か
か
わ
ら
ず
、
各
学
校
に
お
け

る
事
故
防
止
研
修
会
で
取
り
扱

う
な
ど
の
予
防
措
置
を
講
じ
て

い
る
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
第
一
に
考
え
、
防
球
ネ
ッ
ト

の
使
用
に
つ
い
て
、
当
面
は
土

の
う
等
で
一
時
的
に
固
定
す
る

こ
と
、
強
風
時
は
使
用
し
な
い

こ
と
を
各
学
校
に
対
し
徹
底
し

て
い
く
。
さ
ら
に
、
新
た
に
購

入
す
る
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な

防
球
ネ
ッ
ト
が
望
ま
し
い
か
、

ど
の
よ
う
な
転
倒
防
止
策
を
と

れ
ば
よ
い
か
な
ど
を
、
学
校
の

現
状
や
教
員
の
意
見
も
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

要
支
援
児
童
の
受
け
入
れ
体
制
を
充
実

施
設
面
の
整
備
等
に
取
り
組
む

定期点検等を実施
都市基盤の老朽化対策
長寿命化計画を進める

放課後児童クラブの質の確保及び向上に努める

多言語観光ウエブサイト「Discover FUJISAWA」

農業の安定的な継続と良好な都市環境の形成を目指す

表
代

藤
沢
駅
周
辺
の
再
整
備

今
後
の
方
向
性
は

外
国
人
観
光
誘
客

受
け
入
れ
環
境
を
整
備

保
育
の
質
の
確
保

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

都
市
農
業
の
振
興

計
画
に
基
づ
き
推
進

学
校
事
故
の
再
発
防
止

適
切
な
予
防
措
置
を


